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19霊長類研究所のチンパンジーをモデルとした基礎研

究

郡山尚紀 ((財)日本モンキーセンター)
エコツーリズムが行われているアフリカの国立公園

では,大型類人猿の大量死が起こることが報告されて
きた.これらの原因がヒトであるかを探る手がかりと

して,チンパンジーとヒト由来病原体との関係を調べ
た.霊長類研究所で飼育されている11頭のチンパンジ

ーから得た血清をもとに,彼らが有している呼吸器系
ウイルスと細菌に対する抗体の検出を試みた.検出に

は補体結合反応 (cF),酵素抗体法 (ETA),間接酵素抗

体法 (ELISA),赤血球凝集反応 (HI),パンニング法

(pA)を用いた.結果,百日咳菌,パラインフルエンザウ
イルスlIl型に対して高い反応が見られ,これに続いて

RSウイルス,麻疹ウイルス,アデノウイルスの抗体が
証明された.これら呼吸器系に感染する病原体は飛沫

感汲,空気感艶,間接的感染 (病原体が付着した物体を

経口的に取り込んでしまう)によって伝播が起きる.当

紘,ヒトと接触の機会が多いチンパンジーがこれらの

病l)7t体にさらされた事が推測される.今後,抗体が証明
された病原体はチンパンジーにとって致死的であるの

か,感染は起こすが発症はしないのかを調べる.

20視覚機能解剖学

平岡ITIHin,高田昌彦 (東京都医学研究機構 ･東京都神経

科学研死所)

l)新生児サルにおいて水晶体調節機構における毛様
小肺の発達過程について新知見が得られた.すなわち

(1)生後短期間においては全周に亘って水晶体嚢に血管

が奴存している.(2)将来毛様突起になるべき色素上
皮を伴った虹彩と連続した組織には袋と連続した網状

膜がそんざいする.この膜は免疫染色でFibrillin-1であ

ることが確認された.

2)成熟サルにおいては前矧 こ結合した小帯は主に毛
様突起部から発して円周状に連結しており,調節にお

いて嚢自体を角膜方向に牽引して水晶体の前後径を変

動させている.一方後嚢に結合した小帯は毛様体肩平

部から発しており前嚢の動きに対して水晶体を支持し
ていると考えられる (投稿準備中).

3)網状膜がどの月齢で前嚢 ･後嚢に結合する三角形
の毛械小帯に分化するかは未知である.ヒトにおいて

も祝機能の発達は時間を要する.すなわち調節が可能

になるためには小帯の機能的分化が必須であると考え
られた.

4)insituhybridizationにより毛様体無色素上皮で
Fibrillin-1が産生されており,その畳は新生児のほうが

成熟サルよりも有意に多量であった (投稿準備中).

5)今後幼弱サルの調節機構に関わる構造変化を検討
したいと考えている.

21東南アジアの熱帯雨林伐採に対するジャコウネコの

ストレスホルモン応答

小野口剛 (京都大 ･生態研)
本研究では熱帯雨林の伐採が野生動物に与える影響

を,巽中に含まれる生理ホルモンを用いることにより
明らかにすることを目的とした.マレーシア･サバ州の

デラマコット森林管理区において,持続的森林伐採が

行われている管理区と,従来型の破壊的伐採が行われ

ている管理区において早朝に中型晴乳類の糞を回収し,
mt-DNAを用いて種同定を行った.うち2位食肉目

Commonpalmcivet(ParadoxurushermaphrodL-tus)と

Leopardcat(Prt'onallurusbengalensis)の糞に関して,EIA
法を用いてコルチゾール濃度を測定した.いずれの種

に関しても持続的伐採が行われている森で平均コルチ

ゾール濃度は低かったものの,有意な差を得るには至

っていない.今後はコルチゾール濃度地の季節的変化
GISを用いたデータ解析によりより詳細にストレス変

化の環境要因を分析する予定である.

22霊長類における酸味受容体の同定と味覚修飾物質に

よる酸味抑制機構の解明

石丸喜朗 (東京大 ･院 ･農学生命科学)
研究者自らが発見した酸味受容体侯 pKDIL3/
pKD2Llと甘味受容体TIR2/TIR3のアカゲサル相同迫

伝子の同定を試みた.

まず,アカゲサルの舌試料より,有郭乳頭が含まれる
舌後部の上皮層を締出した.ISOGENを用いて全RNAを

抽出した後,RNeasyMiniKitで精製した.オリゴdTプラ
イマーやランダム-キサマープライマーと逆転写酵素

SuperscriptIIを用いて逆転写反応を行った.アカゲザル

ゲノムデータベースの相同性検索により,PKDIL3,

PKD2Llそれぞれに特異的なプライマーを設計し,PCR

酵素ExTaqを用いてPCR反応を行った.PCR産物が得ら

れたものに関してはpBluescriptベクターに挿入し,塩韮

配列を解析した.その結果,PKDIL3に関しては,N末端ut
細胞外領域に相当するcDNA断片が得られた.このN末

端細胞外領域と,それ以降の領域がマウスPKDJL3から

成るキメラ体を作製して,発現ベクターpDisplayに挿入
した.現在,このキメラ体pKDIL3をマウス.PKD2Llと

共にHEK293T細胞に発現させて,Ca2'イメージング法
による機能解析を行っている.PKD2LlはPCR増幅産物

が得られていない.

甘味受容体TIR2汀lR3に関しては,上記と同様の方

法でプライマーを設計し,RTIPCRを行った.得られた

PCR産物をpBluescriptベクターに挿入し,塩基配列を解
析した.その結果,アカゲザルTIR2全長cDNAの独得

に成功した.一方,TIR3に関しては,C末端領域に相当
するゲノム配列の情報が,データベース未整備のため

に得られなかった.今後,異なる種間で保存されたアミ

ノ酸配列に対する縮重プライマーを設計して,TIR3全
長cDNA断片の獲得を目指す.

23老齢ザルにおける認知機能の変化

久保 (川合)南海子 (京都大 ･こころの未来研究センタ

ー)
これまでに明らかにした老齢ザルの補完的な行動方

略の背景には,作動記憶および行動のプランニングの
低下や外部環境-の依存が存在すると考えられる.そ

こで,身体的な手がかりが使いにくい実験事態を設定

することで,老齢ザルにおいてそれまで可能であった

記憶の身体的な外化が無効になった場合,記憶が困難

になるのか,あるいはどのような情報を利用すれば記

憶できるのかを検討するため,これまでWGTAを用い
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